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はじめに

本報告は、千葉県山武郡九十九里町真亀にお

いて平成 22 年 2 月に執り行われた葬儀の次第

を記録したものである。

真亀地区では今なお仮通夜などの習慣が残る

など、古＜からの風習が残っている地域である。

しかし最近では、葬儀を斎場で行うなど簡素化

の傾向にあるが、今回は故人の希望により自宅

で葬儀を執り行う事とした。この葬儀をはじめ

とした葬送儀礼に著者の大木が立ち会う機会を

得たので、その様子を詳細に記したものである。

今回亡くなられたのは、九十九里町真亀の〇

家の K氏（女性、数え歳 81 歳）である。 K氏

は昭和 5 年 3 月 31 日に千葉県東金市大沼の K

家に生まれた。東金高校家政科（現九十九里高

等学校）卒業後、和裁の学校に通い、昭和 26

年に九十九里町真亀の 0家のM氏と結婚し、真

亀を生活の場とした。結婚後、 0家が営む農業

を精力的に行った。 0家では稲作、ピーマン・

キュウリ・トマト等の畑作を行っており、昔は

養蚕、養豚、シイタケ栽培、グラジオラス・キ

ク等の花丼栽培も行っていた。子ども 2 人（長

女、次女）に恵まれ、晩年は 2 世帯 4 世代の

10 人家族 (K氏、夫のM氏、長女、長女の夫、

孫 3 人（長女・長男・次女）、孫（長女）の夫

とその子 2 名）の家族とともに過ごした。

k氏が過ごした山武郡九十九里町は、南北約

60 キロに渡る九十九里浜の中央部に位置する。

0 家がある真亀は九十九里町で一番南の地域

で、住居は東金市や大網白里町との境界付近に

あたり、九十九里浜から 3 キロほど内陸に位置
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している。

真亀をはじめとする九十九里町周辺の海岸で

は夏になると海水浴客で賑わうが、内陸ヘ一歩

踏み入れると広大な水田地帯や畑作地帯が広が

る。

【宗派】

0家は、九十九里町真亀の顕本法華宗浄泰寺

の檀家である。九十九里町の作田川以南の地域

は、いわゆる七里法華地帯であり、真亀地区も

作田川以南に位置している。

【葬儀の呼び名】

真亀地区では葬儀のことをかつては「ボーコ

ン」（ごくまれに「ジャンボン」）と呼んでいた。

最近は「葬式」と呼び、上記の呼び名は使わな

いと M氏は語った。「ボーコン」の由来はM氏

によると分からないとのことだ。ただし、「ボー

コン」は長寿で逝去した等、良い意味で用いら

れ、「ジャンボン」はあまりいい意味では使わ

なかったと述べている。

【葬儀の経過】

今回、臨終から納骨に至るまで、仮通夜、通

夜、葬儀を執り行った。仮通夜までは 0家が準

備し、通夜と葬儀の準備は組が全て仕切る習慣

である。以下、時間を追って葬俄の様子を記す。

なお、葬儀全体の流れや組の動きなどは付録 1

に時系列的にまとめた。また、今回の葬儀にお

いては、〇家の親戚で同じ葬式などを行う「組」

の一員でもある通称「店のおばちゃん」が大き
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な役割をはたしている。

＜臨終（平成 22 年 2 月 5B金曜 13) > 
19 時 37 分、東金市内の病院で多くの親族が

見守る中、 K氏は死を迎えた。

病院にて故人の身体を洗い、事前に病院から

連絡を受けて持参した浴衣をまとわせ、自宅へ

戻る準備を行った。浴衣のあわせ方は左前で、

通常と逆の着せ方だった。

その間、自宅では故人が帰る前に、 1) 半紙

を神棚、仏壇の前にそれぞれ l 枚張りつけて目

隠しをした（孫の夫）、 2) 菩提寺である浄泰

寺へ出かけ、ゼニバコ（カネバコともいう）（写

真 1) を取りに行き、葬式に僧侶を呼ぶ順番を

確保した（長女の長男と次女）、 3) 紺長へ知

らせに行った（長女と長女の夫）。組長へ知ら

せることで、組長が組の人達の家を回って連絡

することになる。

上記 1) ~ 3) は故人の夫のM氏と、これか

ら執り行う葬儀の食事関係の仕切りや昔ながら

の葬儀のやり方はM氏だけでなく、店のおば

ちゃんによるところが多かった。

21 時 30 分頃、自宅に故人が婦宅。布団に故

人を寝かせ、掛布団の上にカミソリを箇き、枕

元に簡素な線香台を設け、故人を偲んだ。訃報

を聞きつけた親族や近所の人たちが 0 時頃まで

弔問に訪れた。

この夜は線香を絶やさないよう、親族 4 人で

線香守を行った。この時に仮通夜から葬儀に至

るまでの食事の献立を親族で相談し、買い出し

の算段を行った（表 1) 。

く仮通夜（平成 22 年 2 月 68土晰 8) > 
翌日は 7 時頃から近所の人達が弔間に訪れ

た。

8 時頃、葬儀業者が訪れ、故人を棺に入れ、

祭壇を設置した。

0家ではその後、買い出しを行い、残った人

で葬儀に向けて家の清掃、翌日の通夜で手渡す
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お車代などの位装を行った。

13 時、僧侶が到着し、祭壇を前に簡単なお

経を読み上げ、 K氏の長女と長女の夫と葬式の

打合せを行った。僧侶は生年月日、家族構成、

経歴などを書くための質問累を渡し、後で持っ

てくるようにと指示した。これは、戒名を決め

たり、葬儀のタンドクモン（嘆徳文）のための

基礎資料となる。

17 時、通夜と葬倣の段取りを決めるために、

組の人々が0 家に集まり話し合いをはじめた。

（写真 2) 。故人の生前からの希望があるため、

葬俵はできるだけ昔から伝わるやり方で行い、

家から見送りたいと 0 家が願い出た。しかし、

すでに昔ながらの葬儀の記憶が定かでない人た

ちに冊代が代わったため、葬儀を簡素化できな

いかと躊躇する意見もでた。結局、本来ならば、

故人の夫である M氏がかかわることはないが、

M氏の記憶を頼りに、 M氏が組の人たちを手伝

うという条件で、昔ながらの葬儀を行うことと

なった。

18 時から仮通夜が執り行われた。約 25 名の

親族、近親者が普段着で集まり、隣人の女性が

お経を読み、その後、参列者全員で題目を唱え

た。

18 時 30 分から組の男ドンに料理とお酒を別

室にて振る舞った。この席に 0家からは故人の

長女の夫だけが参加した。故人の夫であるM氏

は弔問客の対応を行った。女ドンは通夜、葬儀

にだす料理の段取りを相談して、男ドンより先

に帰宅し、明日からの葬俄の準備に備えた。

22 時頃、食事会が終わり、男ドンは帰宅した。

この晩、線香を絶やさないように親族、近親

者 2 名が線香守をした。

く通夜（平成 22 年 2 月 788曜 8) > 
8 時前に組の女ドンが料理の差し入れを持っ

てきた（中華サラダ、ゴボウ煮、レンコン煮）。

8 時-10 時頃まで、 k氏の長女と店のおば

ちゃんが、通夜の食事の下ごしらえを開始し、



表 l 葬儀で出す食事の献立
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仮通夜 (2 月 6 日） 辿夜 (2 月 7 El) 非儀 (2 月 8 [I) 

献立 状況 献立 状況 献立 状況

お新香（白菜と古漬け） 調理済み
エピフライ 女ドンヘ

赤飯 3 升（半分はおにぎり）
女ドンヘ

（キャベツの千切りを敷く） 調理依頓 調理依頼

里芋煮 0家調理
天ぷら（サツマイモ、ピーマン、 女ドンヘ 天ぷら（サッマイモ、ピーマン、 女ドンヘ

二ンジン、ハス他） 調理依頻 二ンジン、ハス他） 調理依頼

刺身 注文 ゴボウの土佐煮
女ドンヘ

汁（醤池味、具はネギ・豆II蘭）
女ドンヘ

調理依頼 調理依頼

菓子類 買い出し おにぎり l 升分
女ドンヘ

お新香（白菜と古泊け） 調理済み
調理依頻

酒・ビール・お茶
葬像分全て

お新香（白菜と古漬け） 調理済み 刺身 注文
買い出し

里芋煮 調理済み 唐揚げ 5 キロ 注文

刺身 注文
太巻き寿司（のり巻き 5 本、タマ

注文
ゴ巻き 10 本）

だし巻き卵、商野豆腐 注文

太巻き寿司
注文

（のり巻き、タマゴ巻き）

ポテトサラダ l キロ X 2 個 注文
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写真 I: 浄泰寺から受け取ったゼニバコ（またはカネバコ）．

写真 2: 組の各家の代表が集まつて葬儀の段取 りを話 し 合う ．
写真 3 : 通夜の会葬客に配った法菓子 ．

写真 4: 天蓋をつ けたジャ（蛇）．

写真 5: 琳師旗（葬儀前に僧侶が箪書きした禅師旗と四菩I紐をつける） ．

写真 6 : 辻切り．
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他の家族は通夜に向けた大掃除を行った。

10 時~ 12 時頃まで、店のおばちゃんは通夜

の読経の合間に渡すホケ（法菓子）と呼ばれる、

お茶菓子の準備を開始した。小さめなレジ袋に

ホケを 2 つ入れた。ホケは取り上げの孫（真亀

では「ソトマゴ」という。詳細は後述）が届け

る事になっているが、今回は 2 名のソトマゴと

0家が近所の和菓子屋（かんじゃ）から取り寄

せたもので、大福、すあま等の生菓子のことで

ある（写真 3) 。

この時間帯に 0家は通夜の会場を設営し、座

敷に 80 名分の座布団や椅子を並べた。親戚も

集まり始めた。

12 時頃、会場の準備が整ったので栽族は昼

食をとる。

13 時、男ドンが 4 名集まり、葬俄に必要な

道具の製作を開始した。作業場は 0家の倉庫で

ある。作ったものは、 1) 天蓋をつけたジャ（蛇）：

l 体（写真 4) 、 2) 導師旗： 1 本（写真 5) 、 3)

辻切り： 1 本（写真 6) 、 4) 線香の束 (3 本 l 組）：

約 50 組（納骨に参列する人数分）、 5) コヨリ：

約 50 本（納骨に参列する人数分）（写真 7) 、 6)

香炉： 1 個（写真 8) である。これらを辿夜の

受付が始まる 17 時頃までにはほぼ完成したが、

ジャのみ翌朝に仕上げることになった。ジャの

製作手順の詳細は付録 2 に記した。

14 時、香典返しの袋詰め作業を 0家で行う。

15 時、女ドンが献立に従って料理を始めた。

これ以降、 0家の人々は葬儀の準備から離れる

ことになり、喪服に着替えた。

16 時 30 分、男ドンは製作場所である 0家の

倉庫にて、女ドンの給仕により食事をとった。

給仕は女ドンの役目である（写真 9) 。

17 時から弔問客が訪 tit] し始める。受付係は

男ドン 2 名と親族 1 名が担当した。

17 時 45 分頃、通夜が始まる直前に俯伯 l 名

が到着した。

17 時 55 分頃、僧侶が身支度を整えた後に通

夜が始まった。司会進行は組の男ドン 1 名が行
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い、湯瀧人は参列者に香炉を回す役目を担った。

18 時 10 分、読経が l 度終ったところで、女

ドンがホケをそれぞれに配布した。

18 時 50 分、 2 回目の読経の後、通夜が終了

した。その後、通夜を執り行った部屋にて食事

の準備が始まった。座布団や長テープルの設置

は親族で行い、料理は女ドンが台所から述んで

きた。この食事会に対する特別な言い方は無い

ようだ。

19 時 10 分から故人の夫、 M氏の挨拶の後に

食事を開始した。男ドンは別部屋にて食事をし

た。この時からお酒を飲み始めた。女ドンは台

所で食事をし、会葬者の食事が終わるのを待っ

た。会葬者は順次帰るため、女ドンが適当なと

ころで片付けを行い、 22 時前には終了した。

23 時に男ドンの食事が終わり帰宅した。

その後は、親族や近親者で食事をとりながら

故人を偲んだ。その中で遅くまで酒を飲んでい

た数名が線香守することとなった。

＜葬儀（平成 22 年 2 月 8 El 月曜 8) > 
6 時、 0 家の人たちは喪服に着替える。

7 時、男ドン、女ドンが集合した。男ドンは

ジャの仕上げ、女ドンは料理に取りかかった。

7 時 35 分、僧侶 l 名が訪れ、読経を始める。

8 時 15 分、出棺。棺に藍をする前に会葬者は、

男ドンが持った花を受け取り故人へ捧げた。蓋

に釘を打つが、最後に打ったのは湯灌人だった。

棺は玄関を通らず、祭壇がある部屋の縁側から

運ぴ出た。運び出す際、家の中では家族や故人

に近い親族以外の親しい人や親戚が持つ。外で

は男ドンが霊柩車まで運び、湯瀧人は頭の方を

持つ。その後、親族ー同と湯瀧人 2 名が火葬場

へ向かった。

8 時 30 分頃、火葬場に到着後、すぐに火葬

を開始した。

10 時 15 分、火葬が終了し、骨を骨箱へ納めた。

10 時 40 分、親族ー同、 0家に帰宅。お清め

は男ドン 1 名が手伝った。到着後、すぐ昼食を
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写真 7: コヨリ（「妙ー」と 祖かれた文字は葬儀前に位'./侶が筆雷きした）．

写真 s: 香炉（男ドンが色紙で装飾した）．

写真 9: 葬儀の道具を製作中に食事休憩をとる男ドン（給仕は女ドンの役目）
写真 10 : 女ドンの食事風景 （立ちながら食べる女ドンもいる） ．

写真 11 : 六道まわり ．

写真 12 : 会葬列が墓地へ向かう曲がり角に辻切りの道具を持って待つ男ドン（右の男性）
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とった。故人に近い親族は別室のテーブルを使

用した。

火葬場から戻った時に僧侶 3 名はすでに到着

しており、卒塔婆、導師旗、四菩薩、辻切り、

コヨリ、天蓋へ筆で文字を書き込んだ。作業終

了後、親族とは異なる別部屋にて昼食をとる。

男ドンは僧侶が筆書きした導師旗、四菩薩を

竹に、辻切りを竹に取り付けた後、倉庫で昼食

をとった。女ドンは男ドンの食事の給仕をしつ

つ、台所でおのおのが食事をした（写真 10) 。

12 時、受付開始。受付は男ドン 2 名で行う。

葬俵が始まるまで、花輪や生花などが届き、 O

家の前の道にた＜さんの花輪が飾られ、祭壇も

華やかになった。

12 時 55 分頃、僧侶 3 名による葬儀が始まつ

た。終了後、初七日、百ヶ日、初月命日も同時

に行われた。

式の司会進行は湯灌人以外の男ドン 2 名が

行った。

読経前に湯溜人がコヨリを参列者に渡した。

コヨリは墓地へ行くときに、胸のポケットにさ

したり、手に持っていく。また、湯泄人は、墓

地へ持って行くお膳を会葬者に回す世話をした

（お膳まわし）。お膳には米を山盛りにして箸を

立てたもの、鳥の唐揚げ、エビの天ぷら、マグ

ロの赤身、お新香がのせてある。

また、読経中、故人の生まれ育った場所や生

活の様子、経歴などを僧侶が紹介するタンドク

モンが読み上げられた。

14 時頃、葬儀が終了した。

＜埋葬（葬儀終了後）＞

葬儀終了後、墓地へ向かい埋葬が行われた。

葬｛義終了後、毅族や会葬者は玄関から庭へ出

た。この時、僧侶の指示により、六道まわりを

行った。列の並び方は表 2 の通りである。

14 時 15 分、僧侶も併せ、 12 名で六道まわ

りが始まる。男ドンが六道まわりの道具を持

ち、それを中心に右回りに 3 回半歩いた（写真
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11) 。

その後、列はジャを持った男ドンを先頭に墓

地へ向かった。六道まわりに参列しなかった親

族、近親者などはこの列の後ろからついて行っ

た。

家の門から出て、墓地までの道の曲がり角

には「辻切り」を持った男ドンが立つ（写真

12) 。辻切りを持った男ドンは 1 名だけなので、

会葬列が辻切りを通り過ぎると慌てて走り、次

の曲がり角へ移動した（写真 13) 。 0 家から墓

地への移動ルートを図 l に示す。辻切りの道具

を持った男ドンは 5 箇所に立ったことになる。

湯灌人とジャや辻切りを持たない男ドンは墓

地へ先回りして、列を待っている。

女ドンは埋葬には参加せず、食事の準備を

行っていた。

14 時 25 分、墓地に到着。男ドンがコヨリを

回収し、納骨は湯泄人の 1 人が行った（写真

14) 。その後、僧侶が読経する中、会葬者は男

ドンが作成した 3 本に束ねた線香を上げ、シオ

サンゴ（塩珊瑚米・後述）、一つまみ分の量を

墓ヘパラパラとまいた。シオサンゴが入った紙

をもつのは、納骨をしなかった湯灌人である。

会葬者が線香をあげている間に、ジャや辻切

り、導師旗、コヨリ、骨箱を 0家の墓地のすぐ

横で男ドンが焼却した（写真 15) 。ただし、天

蓋の土台が葬儀業者のものであるため、土台に

張りつけた色紙や飾りだけをはがしで焼却し

た。

14 時 45 分、納骨の低式が終わる。会葬者は

行きと違う道を通り、 0家へ戻った（図 1) 。

15 時頃、 0 家に帰宅。男ドンが先回りして、

お清めを手伝う。これで葬儀が終了し、会葬者

は解散した。

15 時 5 分、組や親族、 24 名で題目を 3 回唱

えた（写真 16) 。

15 時 15 分、題目講終了。その後、組へのお

礼の食事会の準備を、女ドンと親族が中心と

なって行った。
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写真 1 3 : 会葬列の次の曲がり角へ先回りするため、走って列を追い抜く男 ド ン（右の男性）．
写真 14 : 納骨する湯淵人 ．

写真 1 5 : 葬式の道具を焼却する男 ド ン ．

写真 1 6 : 題目を唱える親族、 近親者、組の人達 ．
写真 17: 組の人達へのお礼の会．

写真 18: 故人が着ていた服や毛布を洗濯 し て北向きに干す．
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15 時 40 分、故人の夫のM氏と長女の夫の

挨拶の後、組へのお礼の会が始まった（写真

17) 。祭壇前に男ドン、女ドンが座り、故人の

夫と長女夫婦が対応した。この間、親戚は別室

にてお茶などを飲んでくつろいでいた。

17 時頃、食事会が終了し、帰宅した。この際、

組へのお礼として l キロの砂糖袋が 4 つ入った

ものを渡した。

17 時 15 分、親族が祭壇前のテープルで食事

会が始まり、遅くまで酒を飲んだ。

＜葬儀翌 8 (平成 22 年 2 月 9 日火曜 8) > 
10 時 15 分、故人が使用した毛布と服を洗濯

し濡れた状態で北向きの場所に乾くまで干した

（写真 18)。店のおばちゃんの指示で孫の長女

が行った。

10 時 45 分、 0家と近隣の親戚、湯灌人で墓

参りに出かけた。この時、お団子を 9 個作り、

墓前に供えた（写真 19) 。本来、このお団子は

湯瀧人が初七日まで毎日作り、取り替えてお供

えする。お団子を乗せた半紙（力紙）は導師杖

に結びつける。これはあの世に故人が昇りやす

くするためとのこと。今回、 0家では湯泄人に

迷惑をかけないように、初日だけー緒に墓参り

に出かけ、それ以降は0家と親戚だけで行った。

昼食後、組へのお礼として冷凍エビー箱を各

世帯へ届けた。

＜七日参り＞

家族と店のおばちゃんで行った。お供え物は

団子とシオサンゴである。

く初七日、百ヶ 8 、初月命B>

葬俄の時に繰り上げ法要した。

く新盆＞

7 月 31 日、盆棚をつくる。

8 月 l 日、新盆見舞いに新盆見舞客が訪問し

始める。その際、見舞客は新盆見舞いとフジ（諷
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誦）も持参する。フジは施餓鬼の時に、お寺へ

奉納されるもので、僧侶による諷誦文読誦後、

名前が読み上げられる。僧侶から読み上げられ

る諷誦文は平安前期頃から、経典の読誦や願文、

教化などの目的として仏事の際に唱えられた独

特の様式を持った文章の総称であるため、僧侶

によって文面が異なるという（顕本法華宗馬師

寮 2006) 。

8 月 2 日、庭に灯籠を新たに設置し、夕方に

なると明かりをつけた。盆棚にも灯籠を設置し

た（写真 20) 。

8 月 7 日 9 時、親戚と 0家で迎え火を行った。

提灯を墓地へ持って行き、線香をあげた後、提

灯のロウソクに火を灯して婦宅した。今回は毎

年行っていた迎え火より早めにお迎えしたとの

こと。その後、庭の灯籠の足元に草履、水を張っ

た洗面器、灯籠の柄の途中にタオルを掛けた（写

真 21) 。これは毎年行うものだが、 0家では前

回使っていたものが壊れたため、しばらく灯籠

をたてず、 k氏の新盆をきっかけに灯籠を新た

に購入したとのこと。夜は灯籠に明かりを点す。

8 月 13 日 10 時、再び、迎え火を行った。帰

宅後、丸い団子を 2 つ作り、餡を添えて盆棚に

供えた。 15 時、タナデンコ（棚題目講）が行

われた。組の人たち 7 名が訪問し、全員がお線

図 1 会葬列が通った道と辻切りが立った位置
行きと帰りの道が異なるのは、墓へ送っ
た霊がついてこないようにする、目くら
ましのためである。
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写真 1 9: 新たにお供えした団子（写喪右、左上が小 さ い団子で他は大きな団子）．古い団子（写貞左）

は回収し、半紙は迎nm杖に縛りつける ．
写爽 20: 盆棚

写真 21 : 庭に設附 した 次」簡．

写衷 22: 送り火の様子 （食事の後、 家放と近所の親戚で磁地へ向かう） ．

写衷 23 : 湯洲人の出で立ち ．

写真 24: 法菜子が入っていた人れ物を玄関に飾る．
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香を上げた後、親族、親近者、組の人達で題目

を 3 回唱えた。

15 時 20 分から食事会が始まり、 17 時 30 分

頃まで続いた。帰るときにお礼の品を渡した。

その後、親戚と 0家で夜中までお酒を飲んで食

事した。

8 月 15 日、昼に施餓鬼（セガキ）がお寺で

行われ、終了後、 0家にて食事会を行った。

同日 20 時 15 分に送り火が行われた（写真

22) 。帰りは違う道を通り、 21 時頃に帰宅した。

通った道は埋葬の時に歩いた道と同じである

（図 1) 。

く秋の彼岸＞

特別なことは執り行わず、通常通りの墓地の

清掃を行い、僧侶も通常の読経で済ませている。

【葬送儀礼の特徴】

葬儀の経過で記した葬送儀礼の特徴について

以下に述べる。 M氏からの聞き取りと、九十九

里町小関に位置する顕本法華宗妙覚寺の住職に

も聞き取り調査を行ったので、あわせて記す。

＜臨終＞

・ゼニバコ

葬儀で使う鉦が入っているので「カネバコ」

とも言う（写真 1) 。鏡（ニョウ）、鉢、木鉦（モ

クショウ）などが収められている。

人が亡くなると家族がゼニバコを寺へ取りに

行くことになる。これは葬式を執り行う順番を

押さえるためで、葬儀の日程を決める上で重要

な行いである。

く仮通夜＞

・真亀地域の組について

0家が位置する真亀地域には組制が残ってい

る。

これは葬儀や結婚式、七五三のお祝い、屋根

替え、溝ばらい（いわゆるドプ掃除）、回覧板
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の回覧、病気見舞い、神社や公民館の清掃など

を行う際に行動をともにし、 0家を含め隣接し

た 7 世帯が一つの組を成している。 0家の組は

最近、分家した世帯や引っ越してきた世帯が加

わり、 9 世帯で組を成している。地域全体とし

ても 7~8 世帯で一つの組を成しているようで

ある。

妙覚寺の住職の話によると、仮通夜の晩に組

の人達が集まることを「ちぎり」といい、葬儀

の段取りや各世帯から男性と女性をどのような

割り当てで出すのかを算段するという。 M氏に

よると、真亀では特に呼び名は無いとのことだ。

．仮通夜について

通夜の前日に、親戚、組の人達、近親者で時

を過ごし、故人を偲ぶための仮通夜が執り行わ

れる。これは通夜、葬儀だけだと慌ただしく時

が過ぎ、故人を偲ぶ時間があまりに少ないため

だ。それは形式的な儀式ではなく、弔問者が普

段着で訪ねて執り行われるところからも垣間見

られる。題目講がおこなわれる。

．題目講

組の人達が仕切り、親族や近親者とともに題

目を 108 つ数える。これを 3 回繰り返す（写真

16) 。

太鼓を叩くことを地元では「デンコ」と呼

ぶ。太鼓を叩くのは組の人であれば男女を問わ

ない。

葬儀が全て終了し、最後に太鼓を題目を叩き

ながら唱えるので、太鼓が聞こえると近所の人

は葬儀が終わったと分かり安堵するとM氏は語

る。

デンコは仮通夜、納骨終了後、新盆に行われ

る。ただし、仮通夜の時、太鼓は叩かない。

真亀ではかつて、毎月 13 日にお年寄りが集

まり題目を唱える題目講はあったようだが、現

在は執り行われていない。 M氏によると、犬供

養（安産祈願）も題目講としてかつては執り行
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われていたようである。

・湯灌人

水行人ともいう。

現在、湯濯人は持ち回りで組の男ドンから 2

名選ばれる。彼らはサラシを服の上からたすき

掛けにし、腰に巻いた様相で作業を行った。こ

のサラシは通夜から埋葬が終わるまで身につけ

ている（写真 23) 。妙覚寺の住職によると、腰

だけ巻く場合もあるという。

現在の真亀地域での湯濯人の仕事は 1) 通夜

で会葬者が香炉を回す時の補助、 2) 棺へ蓋を

する最後の釘打ち、 3) 火葬場への同行、 4) 葬

儀でコヨリを会葬者に渡す、 5) 葬儀でお膳ま

わしの補助、 6) 墓地への納骨、 7) 墓地で会葬

者がシオサンゴ（塩珊瑚米）をあげる補助、 8)

七日参りの付き添いである。

く通夜＞

・ホケ

「ホッケ」ともいう。店のおばちゃんによれ

ば、故人の「取り上げの孫（真亀では「ソトマ

ゴ」という）」または、結婚式で仲人をやって

もらった人が準備するとのことだ。ホケが入っ

ていた入れ物は葬俄中、玄関に飾っておく（写

真 24)。店のおばちゃんによると、九十九里町

では海岸地域の家の方がホケの量が多く、玄関

にた＜さん葬儀の時に並んでいるという。

今回の葬儀では取り上げの孫 2 名、 0家がホ

ケを用意したが、本来ならば故人の家族である

0家は用意するものではない。

ホケは大福、すあま等の生菓子である。これ

らはお茶菓子として、通夜の最中、読経が一度

終わったところで休憩の意味で会列者に缶のお

茶と一緒に配られた。余ったホケは、組の人達

や手伝った働き手が持って帰る。

取り上げの孫（ソトマゴ）とは、この地域に

残る取り上げの風習によるものである。真亀地

区周辺では子供が産まれると、「取り上げの親」
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をたてる。取り上げの親とは育ての親のことで、

捨て子は丈夫に育つという考えによるものであ

る。

取り上げの親は信頼のおける親戚が選ばれ

る。「子」とは言わず「孫」と言うのが興味深い。

男の子は生後 35 日、女の子は生後 30 日経つと、

取り上げの親と実の両親とともに、近隣の神社

の七社にお宮参りする。真亀地区では、須賀神

社の天王様と子安様、水神社、オボスナサマ（昔

はオボスナサマの敷地内に参拝する場所が 3 箇

所あったが、建物が無くなったため、現在は 1

つの祠だけなのでまとめて参拝したことにして

いる）、浄泰寺である。その際、スギの葉を徳

利に差した御神酒、赤飯一つまみを各お社へ奉

納する。赤飯は 1 つの入れ物から半紙に小分け

にし、余った赤飯は最後に参拝する浄泰寺へ献

上する。

取り上げの親は七五三のお祝い、幼稚園の入

学など、子どもの節目になるときに家族ととも

にお祝いをする。数えで七歳になると、産みの

親に返す俵式を行う。真亀ではこれを「ヒモト

キ」と呼び、その子を「ヒモトッコ」と呼ぶ。

最近は簡素化されたが、 0家では約 25 年前ま

では結婚式並みに大々的に式が執り行われた。

＜葬儀、埋葬＞

．僧侶の人数

葬像で 3 人の僧侶が読経した。妙覚寺の住職

によると、通常は 3 名で執り行うが、 2 名の時

もあるようだ。

・ジャ（蛇）、天蓋

本葬儀で製作したジャや天蓋は色鮮やかな色

彩だが（写真 4、付録 2) 、九十九里町小関周辺

では白色で地味な色合いのようだ。妙覚寺の住

職によると、天蓋のまわりの角には色紙の輪で

はなく、短冊を飾り「開仏知見」「示仏知見」「悟

仏知見」「入仏知見」の文字を入れるという。

今の天蓋は葬儀業者が板で土台を製作してあ
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り、紙を貼るだけであるが、昔は組の人が竹で

天盗の骨組みを作り、紙を貼り合わせた。

・導師旗

六道まわりの中心に男ドンが持つ道共。今'"'

は 1 本のメダケに導師旗と四菩薩を付けたが、

妙鎚寺の住職によると、 3 本の竹をまとめたも

のを使用するようだ。

また、四菩薩は昔、 4 枚に分かれて付けてい

たが、最近は 1 枚にまとめられることが多く、

2 枚に分ける場合もあるようだ。

・辻切り

辻切りは墓地への通り道を示す道具で、悪霊

から守るための結界の意味をなすと妙覚寺の住

職は語る。

今は 1 本の長いメダケに短いメダケを付け

て、 1 人が持っているが、約 20 年前頃までは

長いメダケ 2 本を組み合わせ、男ドンが 2 人で

持って、その中を列が通ったという。現在は手

伝う男ドンの人数が減ってきたため、 1 人で行

うことになったようだ。（写真 12) 。妙覚寺周

辺の小関地域では未だにメダケを 2 本組み合わ

せた辻切りを用い、会葬列が通ると二人が慌て

て次の鼎がり角まで走るようだ。

・コヨリ

妙覚寺の住職の話では「そでまもり」という。

悪魔が立ち寄らないよう、葬俄が始まるときに

配るのが本来の風習とのことだ。

本葬俄では「妙ー」と書かれているが（写真

7) 、妙覚寺の住職は「妙法第ー」と書くという。

．六道まわり

今回は葬俄終了後、親族や会葬者は玄l関から

庭へ出た後、僧侶の指示の元、六道まわりを行

う列の並び方の指示を受けた（表 2) 。僧侶も

併せ、 12 名で六道まわりが始まるが、男ドン

が祁師旗を持ち、それを中心に右回りに 3 回半
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表 2 0 家みト儀における六道まわりの参列者
の並びJllr[

順番 持ち物 故人との関係

1 僧侶

2 位牌 施主（夫）

3 御骨 長女の夫

4 写具 長女

5 祁師杖 兄

6 御膳 次女

7 七本卒塔 ひ孫（長女の次女）

8 香炉 姉の長男, 御膳台 姉の次男

10 団子 ひ孫（次女の長女）

11 卒塔婆 次女の夫

12 卒塔婆 近親者

歩いた。

妙覚寺の住職によると、家の中で六道まわり

の並び方を決めて庭に出るのが本来のやり方と

のことだった。妙覚寺で行う野辺送りの並び方

は表 3 の通りである。妙覚寺では遺族に予め「野

辺送り役課表」を渡し、決めておくとのことだ。

本葬儀では役課表は無く、その場で僧侶が決め

たので、 Jllf(序や持ち手の関係が妙覚寺と異なっ

たと考えられる。

・導師杖

導師杖は、杖をたよりに死者が浄土へ行くし

るし、杖をついていくための死者の道具を意味

する。 lm ほどの竹に「釈迦有一導師」と記し

た札を貼り、墓地の地面にさしておく。

七日参りの時に毎日、お団子を作るが、前日

のお団子に敷いた半紙をこの導師杖に結びつけ

る。こうすることで浄士へ詣でやすくなるとい

つ。

妙覚寺の住職によると、昔、墓地に納骨した

後、予め切っておいた芝を 3 枚、地面に敷いて

導師杖をさした。土葬の時の習慣が残っていた

が、今ではやらなくなったという。
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表 3 九十九里町小関地区及び真亀地区における六道まわりの参列者の並び順の比較

小関地域

順番 持ち物 故人との関係

1 僧侶

2 提灯 親戚代表

3 位牌 施主

4 御骨 故人の親戚（近い順）

5 写真 故人の親戚（近い順）

6 香炉 故人の親戚（近い順）

7 導師杖 孫子供（孫が多い）

8 塔婆 故人の親戚（近い順）, 燭台 故人の親戚（近い順）

10 御膳 女性（施主の妻が多い）

11 団子 女性

12 御膳台 女性

・シオサンゴ（塩珊瑚米）

塩珊瑚米は塩と精米した米を混ぜたもので、

野辺送りをする前に予め男ドンが準備してお

く。納骨後、墓地で会葬者は線香をあげる時に

一つまみ播く。湯灌人は塩珊瑚米が人った半紙

を手に持ち介添えする。妙覚寺の住職によると、

昔は精米した綺麗な米を生前は食べられなかっ

たため、せめて亡くなったときは食べさせてや

りたいという息いからできた風宵だという。精

米した米の光り方が、珊瑚のような美しい白さ

であることから珊瑚米と呼ばれる。

・線香

今回、男ドンは線香 3 本を束にした。妙覚寺

の住職によると 1 本でも構わないようである。

・組へのお礼

葬俄が全て終わった後、お礼の会が組の人達

に催される。それが終わり、帰り際にお礼とし

て砂糖を 4 キロ分 (1 キロの砂朝袋 4 つ）が渡

された。

妙覚寺の住職によると、これは本来、四九忌
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真亀地域（本葬儀）

持ち物 故人との関係

俯侶

位牌 施主（夫）

御骨 長女の夫

写真 長女

導師杖 几11 

御膳 次女

七本卒塔 ひ孫（長女の次女）

香炉 姉の長男

御膳台 姉の次男

団子 ひ孫（次女の長女）

卒塔婆 次女の夫

卒塔婆 近親者

日の供養の品であるとのことだ。昔、組の人は

無報酬で働くか、渡してもせいぜい千円ぐらい

とのことだ。ただし、故人の兄弟が多い場合、

私財もあると額も上がったという。

これに相当するお礼として、 0家では非像の

翌日に冷凍エビ l 箱を各世帯に渡した。

＜葬儀以降＞

．故人が着た服や毛布を洗濯して北向きに干す

故人が使/IJ した毛布と服を洗濯し濡れた状態

で北向きの場所に乾くまで干す風習がある（写

真 18) 。店のおばちゃんの指示で故人の長女の

長女（孫）が行った。かつては故人が着ていた

服や毛布を家族が 2 人で手洗いしていたため、

厚手物は l 週 Ill] くらい干していたようだ。これ

は昔からの言い伝えだから理由は分からない。

• 四九日までの募参り

親族と湯泄人が初七日まで毎日、団子とシオ

サンゴを墓に供える風習があるが、 0家では埋

葬後の翌 n だけ湯泄人と出かけ、その後は家族

によって行った。これは湯灌人に手間をかけさ
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せない配慮からである。団子の数は、亡くなっ

た年齢の数だけ作るが、 10 個単位で大きめに

作り、端数は小さめに作る。 K氏は数えで 81

歳なので、大きな団子を 8 つと小さな団子を l

つ作り供えた（写真 19) 。

妙覚寺の住職によると、僧侶も初七日まで師

H 行くこともあるという。遺族の希望によって

は、七日参りに僧侶が行くときもある。

なお、 0家では七日参りには 0家と店のおば

ちゃんが出かけ、団子と塩珊瑚米を墓に供えた。

・繰り出し位牌

この家に他所から来た人は亡くなった後、個

別の位牌として仏壇には飾られず、繰り出し位

牌の中に納められる。 K氏は東金市大沼から嫁

いだので、繰り越し位牌に納められることにな

る。繰り出し位牌は四九日を過ぎた後に作られ、

位牌の裏には水行人（湯瀧人）の名前、故人の

俗名や享年が書かれてある。葬俄で用いた位牌

はお寺へ渡したり、お墓に供えられる。

・両墓制について

今回、葬俵で埋葬した墓とは別に、檀家になっ

ている浄泰寺に 0家の墓がある。横 27cm、縦

28cm、高さ 68cm の墓石には天保七丙申年の

文字が刻まれている。什は埋葬していないとの

伝承があるところから、両墓制の詣り墓であっ

たと考えられる。

0家は浄泰寺にある墓へ春と秋の彼岸、お盆、

暮れの 4 回、清掃に出かける。消掃時、線香は

あげる時もあれば、あげない時もあるという。

ー方、納骨施設があり、かつては追体を埋めた

墓地（埋め墓）の方には、これらの時期以外に、

月命日にも線香をあげている。 0家の人たちに

とっては浄泰寺の墓よりも、 k氏や記憶にある

親族の遺骨が埋葬されている墓の方が重要視さ

れている。
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く新盆＞

・盆飾り

盆飾りは毎年、 0家の人たちが組み立て、組

の人達は参加しない。新盆だからといって、特

別なことは行わない。

盆飾りは、木枠を組み合わせた後、 2 段の棚

を組む。組んだ木枠の上の方に縄を張り、縄に

ホオズキ、ピーマン、ナス、苗をヒモで付ける。

初盆では、毎年飾る盆飾りに灯龍や花が置

かれる＜らいで、派手さはあまりない（写真

20) 。

・盆棚の灯籠

新盆で盆棚に飾る室内の灯籠は親戚が購入す

る。庭に設置した灯籠は0家が購入した。

・迎え火

8 月 78 と 8 月 13 B の 2 回、迎え火が行わ

れた。これは、近所にも不幸があり、 8 月 6 日

にその家が迎え火を行ったので、それに合わせ

たためだ。通常は 13 日に行い、新盆でも迎え

火を行う。

・タナデンコ

新盆で行うデンコをタナデンコ（棚題目講）

と言う。通常通り、組の人達で題 H を唱える。

その後、組の人たちと食事会を行う。

・新盆に供えるお膳

新盆に供えるお膳は同じものを 3 つ用意す

る。そのうち 2 つは盆棚の上段に、残る 1 つは

棚の下へ隠すように供える。下に置いたお膳は

無縁仏への供養だとM氏は語る。昔は 6 つ以上

Ill 意して供えたようだが、簡素化して 3 つに

なったようだ。

供えたものは以下の通りで、これらをお膳に

そえたものを 3 つ用意した。

8 月 13 B の迎え火が終わると、丸いお団子、

餡、お新香をmtに載せてお供えをする。



大木淳一• 島立理子

8 月 14 日の朝は 0 家の人たちと同じ食事、

昼はうどん、夜は丸いおにぎり（「みたま」と

いう）にオガラ（または箸）をさしたものを供

える。

8 月 15 日の朝は供えない。昼は 0家の人た

ちと同じ食事を供える。

8 月 15 日の朝にお膳を出さないのは、 14 8 

の夜に先祖が親戚まわりをしており、先方で食

事してお腹が満たされているので供える必要が

ないからだとM氏は語った。

店のおばちゃんによると 8 月 15 日は昼も食

事を供えないという。 14 日の夜に出かけた故

人が送り火をする直前まで出かけているからと

のことだ。

また、お膳の数は各家で供養したい仏の数に

よるという。ちなみに、店のおばちゃんの家の

盆棚の上段にお膳を 3 つ供えている。

【失われた風習】

0家のM氏や妙覚寺の住職によると、葬儀の

様相は昔に比べて様変わりしてきたという。以

下、聞き取った情報を列挙する。

．告げ人について

電話網が発達する以前は、通夜や葬儀の日程

を告げる「告げ人」を組の人が担っていた。

葬儀の日程が決まると、組の男ドンが 2 人 l

組になって千葉県内の親戚へ自転車で知らせに

出かけた。県外については電報で対応したよう

だ。 M氏も 15 歳頃、茨城県の鹿島まで自転車

で知らせに行ったという。この頃は、近隣の市

町村で結婚相手と出会っているため、親戚も比

較的近くに住んでいる。よって、自転車で知ら

せることでほとんどの親族に知らせられたとい

ぅ。また、告げ人にお礼のお金を渡したようだ。

・葬儀の帳場

妙覚寺の住職によると、葬儀の帳場は組の人

が昔は行い、故人の関係者は一切関わらなかっ
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たようだ。お布施の交渉も組の者が行った。葬

儀全体の運営にも関わるため、その力量が試さ

れたようだ。

・湯灌人について

昔は死者の身体を洗ったり、お墓に穴を掘っ

て棺桶を埋める役 H であったが、土葬から火葬

になった現在では役割が変わってきた。

九十九里町小関の妙覚寺の住職によれば、住

職の親族が最後に土葬が行われたのは昭和 39

年だったという。店のおばちゃんによると、昭

和 54 年に寝棺による土葬が行われたという。

また、 M氏によると、通夜の夜から湯瀧人 2

名は墓地で穴を掘った（地域によっては穴掘り

を組の別な人が担っていた）。この地域は地下

水位が高いため、地面を 60 センチほど掘ると

水がしみ出してくる。あと 1 メートルは棺を埋

めるのに掘らねばならないが、水をくみ出しな

がらの作業だった。これは徹夜の作業だったた

め、酒とつまみを食しながら掘ったようだ。埋

葬時は穴に水が溜まってしまい、棺を入れると

浮いてしまうため、湯瀧人が棺に乗りながら埋

めた。

棺は棒に縄をかけて運ぶが、縄は組の人が作

り、埋葬時には縄ごと埋めた。

．棺について

妙覚寺の住職が墓石の業者に問い合わせたと

ころによると、大正から昭和初期にかけて、甕

に遺体を入れて埋葬した時期があるという。 M

氏によると、甕の底が平らになるように木の板

で作った台を敷き、スゲ笠をかぶり着物を着た

遺体を膝を抱えるように座らせて入れた。この

中にお茶の葉を目一杯いれて蓋をして、松ヤ二

で甕と蓋を接着し、外気に触れないように密封

した。お茶の葉が無いときは、籾殻を代わりに

入れたという。

甕が手に入らなくなってからは木製の棺に変

わり、棺の中にお茶の葉は入れなくなった。
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定であったが、組の男ドンが渡すのを失念した
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．妊婦について

妊婦が葬式に参列するときは、鏡をお腹に入

れて行きなさいと店のおばちゃんは語る。障害

を持つ子供（口が裂けた「ミックチ」）が産ま

れるという言い伝えとのこと。妙覚寺の住職は

この言い伝えは認識していない。

図 2 0家および親族の埋葬形態

土葬時の棺の形態は、真亀地区では昭和 41

年頃には寝棺ばかりだったというが、九十九里

町小関の妙覚寺の住職の話では、小関地域では

蓋が四角の座棺が多いという。隣接する地域で

はあるが、棺の形態が違う事は輿味深い。

なお、 M氏への聞き取りによる、 0家の埋葬

形態を図 2 に示す。

・天蓋について

今日、ジャに取り付ける天蓋はおおよそ 50

センチ四方の大きさだが、土葬だった頃は、遺

体の膝を曲げて入れる「立て棺（座棺）」の蓋

の上を被う l メートル四方ぐらいの大きさだっ

たという。

台車に棺を載せ墓地へ向かう時、今と同じょ

うにジャに取り付けた天蓋が棺の上を被うよう

にして移動した。

［おわりに】

土葬から火葬、納骨施設のある墓地の普及、

斎場による葬儀が増えるなど葬送儀礼も大き＜

変化してきている。真亀地区でも最近はジャな

どの葬儀に使われる道具を作らなくなっている

という。作り方などは忘れられてきている。今

回は故人の希望により伝統的な葬儀を執り行う

事となり、作り方などを詳細に記録することが

できた。

失われつつある葬送俄礼を後の世代のために

記録することで、故人への供養としたい。

最後に、本葬儀の記録を快諾してくださった

0家の皆様、組の皆様、九十九里町小関地域周

辺の葬儀についてご教示いただいた妙覚寺住

職・河野時巧（じぎょう）氏に感謝いたします。

参考文献

顕本法華宗馬師寮 (2006) 顕本法華宗諷誦文解

説のしおり．顕本法華宗萬師寮発行．

・喪主のワラジについて

墓地へ向かう際、喪主は男ドンが作ったワラ

ジを履いた。そのワラジはお墓で燃やした。

本葬儀では、葬儀業者が用意したワラジ 2 足

を玄関から出るときに、 k氏の長女夫婦が履き、
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付録 1 0家の葬儀記録
全体 0家と 1出のおばちゃ

2010.2.5 (金） 19:37 k氏、病院にて逝去。

仏培と神棚に半紙で 13 隠しをする。

ゼニパコ（カネパコ）を浄秦寺へ取りに行く。

紺．．長へ k氏が亡くなった旨を伝えに行く。

21:30 頃 ご遺体、病院から l'J 宅に到着。葬儀業者が搬送。

布団の」．．にカミソリを骰＜。

-0:00 頃 近所の人々 iWねる。

一晩中、線香守。

線香守しながら仮通夜から非儀にかけた献立を1
買い出しリスト作成。

仮通夜

2010.2.6 (土）

7:00 頃～ 近所の方々、 1llllll に来る。

8:00 頃 葬儀業者訪Jill。迎体を棺に入れ、祭培の設W1。 大抽除開始。

10:00 0家買い出し 買い出しリストに沿って買い出し 1用始。

花輪など続々到杓

13:00 俯侶米訪し、非式の打合せ。質問漿に記載させる。

15:00- 喪主挨拶作成 香典返し作成 1開始。

17:00- 組の話し合い

18:00- 仮通夜 (l'r-段がn

18:30 - 男ドンに洒と料理を振る舞う 長女の夫のみ列席。 M氏はiJWll客対応。他は台i

22:00 頃 男ドンお l財き

一晩中、線香守

通夜

20102.7 (H) 8:00 -10:00 通夜の食事の下ごしらえ 通夜の食事の下ごしらえ I財始。その他は大抽除c

10:00- 通夜中に渡すお茶菓子準備 店のおばちゃん、お茶菓子準備開始。

-12:00 会場設営 会場設営 (80 人分）。

親族で昼食

13:00 男ドン 6 名集合

14:00 頃 香典返し袋詰め 香典返し袋詰め作業

15:00 頃 女ドン 5 名集合。調理開始。近親者女性 l 名も手（云う。 女性は喪服に着替え始める

16:40 男ドン食 •Jr 男性も喪服に着替え始める

17:00 頃 弔問客が訪IIりし始める 次女の夫受付

17:55- 通夜Ill!始

18:10 お茶菓子配布。

18:50 お通夜終了。食事の準備。

19:10- 食事1111始
23:00 頃 男ドン紺宅 徹夜で線香守する人も

葬儀

2010.2.8 (月） 6:00 喪服に着替える

7:00 男ドン 7 名、女ドン 6 名集合。近親者女性 l 名も集合

7:35 僧侶訪間。読経。

8:15 出棺

8:30 過ぎ 火葬場に到lr後、すぐに火葬。

10:15 骨を骨箱ヘ

10:40 婦宅。男ドンがお消め手伝い。

到がf後、昼食 近い親族は後ろの部屋で食事。

御前様 3 名すでに訪間し、卒塔婆や天蓋に僚で書き込む。
終了後、 4―I:食、別テープルを希望。

12:00- 受付

12:55- 葬儀構l始

14:00 葬儀終了

14:15 納什の儀式併l始

14:25 墓地到If

14:45 納骨式終了。行きと述う道を通って0家に戻る。

15:00 帰宅。男ドンがお泊め手伝い。

15:05 題 H 講（デンコ）（組、親族など 24 名）。題 H を 31111唱える。 題 II 講（デンコ）

15:15 題 H 講終了。組へのお礼食事会の準備。 親戚は末部屋にてお茶してくつろぐ。

15:40 組へのお礼会開始 M氏、長女夫婦が組と食'li-。

17:00 組婦宅

17:15- 親族、祭lit前で慰労会



ん 男ドン 女ドン

組長が組の人たちに連絡。

非談。

組の人で話し合い。今後の段取りの相談。杵ながらの非儀を執り行うことに。

fで食事。 別部屋にて食cJi (飲洒） 非儀の段取り後、帰宅。

料理差入れ。

ジャ、導師旗、辻切り、線杵束、コヨリ、香炉の製作開始。

l 名、早めに手伝う。

5 名集合。 メニューに沿って調理1片J始。

倉／』1(で食事（洒なし）

受付係 2 名

司会進行役：湯瀧人 2 名

香を焚くときも湯樅人がl!t話 お茶菜子配布

会場準備

別部屋にて食事（飲洒） 台所で食事（酒なし）

23 時帰宅 店のおばちゃんの長男だけ徹夜

7 名集合。ジャを仕_I·_ げる。 6 名集合。調理開始。

2 名 J,;J 行

お消め手伝い］名 昼食支1文

倉庫で食事（酒なし）。喰：』·きした祁師旗、
台所で食事（酒なし｝

四菩薩、辻切りを収り付ける

受付
司会進行役 2 名

湯灌人：読経中にコヨ＇）を渡す、お膳をまわす世話

男ドン：導師旗、辻切り、先頭でジャを持つ

湯瀧人は納骨、塩珊瑚米の手伝い。他はジャなどを焼却。

待っていた男ドンがおi,'/め手伝い

題 II 講（デンコ） 題 H 講（デンコ）

片付け 食事会の準備

食事（飲洒） 食$(飲洒）
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付録 2

ジャの作成方法

伝統的なジャの作成方法を知る人は本地枢で

はもはや存命しない。しかし、そのジャの作り

方を見ていた亡き K氏の夫M氏の記憶をたより

に、組の男ドンが今回製作することとなった。

従って、飾り付けなどは男ドンの I'll―,, な発想の

もとで行われた。以下に手順を記す()

【準備する材料】

マダケ（真竹） 1 本（長さは 3m程度、頭部

用）、わら、半紙、ウメの枝（ツノ Ill) 、ビワの

葉 2 枚（耳用）、色紙（葬儀業者のジャの天盗セッ

卜に付属）

［手順］

1. ジャの頭部の作成

• 青竹の先端 10 センチほどに切り込みを少

し入れる（ジャの頭の落下防11·. のため）。

• 青竹の周りにわらを巻き、切り込み部と青

竹先端部をひもで固定する。今In! はわらの

2/5 程度を巻いた（写真 1) 。

• 青竹の先でわらを折り返し、 2 箇所をビ

二ールひも（以下、ひも）で固定する（写

真 2) 。

・半紙で先端を覆い、ひもで固定する（写具

3L 
. 1 辺に約 2 センチ切り込みをた＜さん人れ

た色紙を /i'i] りから巻き付ける（写真 4) 。

・色の違う色紙を同様に切り込みを入れて 5

枚、ずらしながら取り付けてひもで固定す

る（写真 5)。今回はジャの先端から首に

向かって青色、黄色、紫色、赤色、緑色の

順で色紙が巻かれたが、色や切れ込みのや

り方に決まりはなく、男ドンの好みで行わ

れた c

2 ジャの耳の作成

・ビワの葉の柄に竹を割いて作った串（以下、
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竹串）（長さ約 5 センチ）をひもで固定す

る（写具 6) 。

• 細長い色紙をひもの周りに糊付けして 1=1 隠

しをする。これを 2 つ作る（写真 7) 。

3 ジャの目玉の作成

・約 10 センチの竹串に幅 5 センチほどの半

紙を巻きながら糊付けし、ピンポン玉ぐら

いのジャの 1=1 を 2 つ作る（写真 8) 。

4. ジャのあごの作成

・約 50 センチの竹串を仙げて、途中をひも

で固定する。竹串の長さはジャの頭部にあ

てながら、 1=1 分麓で決めた。固定する輻も

ジャの頭部と合わせながら調整して決め

た。ひもの固定箇所に予め切り込みを入れ

ておくとずれない等、随所に工夫が見られ

た（写真 9) 。

・半紙を切り収り、上面と下面を糊付けする

（写真 10) 。

• この周圃に銀の色紙を糊付けして切り込み

を人れて歯を作る。歯の形は男ドンの好み

で作られた。さらに、あごの内側に赤い色

紙を貼って迫力を演出した（写真 11) 。こ

れで下あごの完成である。この要領で上あ

ごを作成し、あごの内側には金色の色紙を

貼った。

5. ジャの頭部の仕上げ

• 上あごと下あごをひもで頭部に固定する

（写真 12) 。

・ジャの I―1 を頭部に差し込んで、黒目を黒マ

ジックで塗る。また、口の中に赤色の舌を

取り付けた（写真 13) 。

・ジャの両あごを固定したひもの周りに色紙

を巻いて、屋号をマジックで書く。今回は

金色の色紙を長めに巻き、あごひげのよう

に仕立てた。耳とツノになるウメの枝を 2

本つけて形を整えて、ジャの頭部の完成で

ある（写真 14) 。

6. 天蓋の作成

・天蓋を作成するセットが葬儀業者で用意し
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てある（写真 15) 。

• 木製の天蓋の土台に付属の色紙を装飾す

る。笠の対面に屋号と印を貼る（写真

16) 。屋号を貼り付けた面は黄色、印を貼

り付けた面は緑色の色紙が土台に貼ってあ

る。笠の四隅にある、上方へ張り出した針

金には黄色、赤色、青色、緑色の色紙を巻

き付けた。その針金から垂れ下がる飾りは、

紫色と緑色の色紙を輪にしたものを交互に

取り付け、最下部を金色または銀色の輪に

して対面にそれぞれを配置した。これらの

装飾は男ドンの好みで行われた。

・天蓋をジャの本体に取り付けて完成であ

る。翌日の葬儀が始まる前に僧侶が天蓋の

屋根の四面に「供養」、「皆応」、「ー切」、「天

人」と筆で書き込んだ（写真 17) 。

—22-
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写真 l : 青竹の周りにわらを巻き，切り込み部と 青竹先端部をひもで固定する ．
写真 2 : 青竹の先でわ ら を折り返し， 2 箇所をビニールひも（以下，ひも）で固定する．

写真 3: 半紙で先端を股い， ひもで固定する．

写真 4 : l 辺に約 2 センチ切り込みをた＜さん入れた色紙を周りから巻き付ける．

写真 s: 色の違う色紙をず ら しながら取り付けてひもで固定する．
写真 6 : ビワの築の柄に竹を割いて作った串（長さ約 5 センチ）をひもで固定する．

—23-
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~ --------ーム、

写真 7: 細長い色紙をひもの周りに糊付けして目隠しをする ． これを 2 つ作る．

写真 s: 竹串に半紙を巻きながら糊付けし， ピンポン玉 ぐらいのジャの目を 2 つ作る．

写真 9: 約 50 センチの竹串を曲げて，途中をひもで固定してあごを作る ．

写真 10 : 半紙を切り取り，上面と下面を糊付けする ．

写真 11 : あごの周間に銀の色紙を糊付けして切り込みを入れて歯を作る．

写真 12 : 上あごと下あごをひもで頭部に固定する ．

—24 -



九十九里町真亀の葬送儀礼

写真 I3 : ジャの 目 を頭部に差 し込んで， 黒目 を黒マジックで塗 る．

写真 1 4 : ジャの両あごを固定したひもの周りに色紙を巻いて、 屋号をマジックで書 く ． 耳 と ツノ

になるウメの枝を 2 本つけて形を賂えて ， ジャの頭部の完成である ．

写真 I5 : 天蓋を作成するセッ ト が葬儀業者で用意 し てある ．

写真 I6 : 木製の天蓋の土台を付属の色紙で装飾する ． 笠の対面に屋号 と 印を貼る ．

写真 17: 天薔をジャの本体に取り 付けて完成．
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